



















『弁解』










　エルナが珍しく雄弁に、

「……奇妙なの。他のお姉ちゃんたちより多く活躍があるはずなのに、全然表舞台に立てていない気分なの。例えるなら、八人の女の子がいるチームで、自分を抜いた七人だけで人気投票が行われたような、人権団体が動くレベルの疎外感なの」

　と呟いたので、クラウスは彼女と共に散歩に出かけることにした。

　彼女の言いたいことは不明だが、早い話、寂しかったらしい。

　街を歩き回り、彼女の嗅覚を頼りに、不幸な事故が発生する現場に向かう。彼女と時折行うパトロールみたいなものだ。街のささやかな事故の阻止が、彼女と共に歩くとうまく進む。

「時に」そうして帰宅する道中で、クラウスが尋ねた。「昨日、部屋に不思議な手紙が届いていたんだ」

「手紙、なの？」

「『やめてほしければ降参と宣言してください』と記されていた。お前たちの仕業か？」

　エルナの表情を窺ったが、ぷいっと顔を逸らされた。

「……お姉ちゃんたちが頑張る気なら、エルナは何も言えないの」

「そうか、お前も知らないんだな」

「表情を読むのは卑怯なの」

　彼女は不満げに唇を尖らせる。

　その後で警告するように「ただ、かなり強力な手法な予感がするの」と呟いた。

　彼女の直感は頼りになる。クラウスも同意した。なにか相当面倒なものを仕掛けてくるようだ。

「臨むところだ」

　クラウスが玄関に戻った時、リリィが走ってやってきた。

「先生っ！　ちょ、ちょっと！」

「どうした？」

「あ、いえ、その……」

　いつになくリリィの歯切れが悪い。顔を赤くさせている。

　不思議に感じていると、同じように顔を紅潮させたサラが駆け寄ってきた。

「グレーテ先輩と一夜を共にしたって本当っすか？」

「……は？」

　事実無根だ。昨晩はずっと自室に籠っていた。

　なぜそんな噂が流れているのか。リリィとサラが順々に説明してくれた。

「わ、わたし、聞きました！　昨晩グレーテちゃんの部屋の前で、お二人が、その……いかがわしい事をしている声をっ！」

「自分はこの目で見たっす。先生が、グレーテ先輩の部屋に入る瞬間を」

「もう犯人が分かった。グレーテはどこにいる？」

　今回の方向性は察しがついた。なるほど、厄介だ。

　大広間に向かうと、そこには仲間に囲まれて、談笑しているグレーテの姿があった。自身の姿を捉えると、頬を緩ませる。

「ボス、お身体の方は、よろしいですか……？　昨晩はとても激しく……」

「お前の狂言か」

　クラウスは息をついた。

（遅かれ早かれ使用するとは思っていたが……）

　『変装』を最も効果的に使える手段の一つ──冤罪だ。

　弱味を作る上で、これほど有効的な手法はない。事実サラとリリィはすっかり信じ切っているようだ。

　──『やめてほしければ降参と宣言してください』

　どうやた手紙を出したのも、グレーテということか。

　立ち尽くしていると、少女たちがクラウスを取り囲んだ。

「おうおう、先生よぉ、チームの長としてどうなんだ？」ジビアがなぜかチンピラ風に話しかけてくる。「ボスという立場を利用して、未成年の部下に手を出すのはマズいんじゃねぇの？」

「お前は気づいているな」

「これは責任を取るしかないわ」黒髪の少女──ティアは書類を差し出した。「安心して。あとは、婚約届にサインするだけの状態にしておいたから」

「お前たちに人の心はないのか」

　クラウスが尋問を受けていると、リリィが唇を震わせ始めた。

「不潔！　不潔ですっ！　こ、婚前交渉なんて認めませんよ！」

「お前は信じすぎだ」

「嘘だって主張するんですかっ？　グレーテちゃんが、たった一人で『グレーテ、シーツから出ておいで』『あっ、ボス、まだ心の準備が』『恥ずかしがるお前も素敵だよ』って先生と自分の喘ぎ声を交互に出して、一晩楽しんでいたド変態だって言うんですかっ？」

「一言一句違わず、その通りだ」

　状況を整理すると、狂気じみている。

　騒動の中、グレーテがうっとりした表情で頬を手で触れている。

「ボスは一晩中わたくしを抱き、褒めてくれました……この記憶は一生忘れません……」

　まるで実際に体験したかのような演技。仮に訴訟を起こされたら、裁判官でさえ欺けるだろう。男性であるクラウスにとって相当悪趣味な策略だ。

（女スパイとしては、むしろ正攻法ではあるんだがな……）

　男の弱味に付け込み、意のままに操ること。普段少女たちは用いないが、この世界では、女性の社会的立場は立派な武器である。

（さて、どう切り抜けていくか）

　大抵の襲撃は運動神経と直感で切り抜けるが、今回はそう単純ではない。

　こちらも身を切るしかないようだ。

　クラウスは一歩ソファに近づいていった。

「グレーテ、昨晩のことについて確認だが……僕は、本当にお前を抱きしめ、一晩中褒め続けたんだな」

「……はい、それはもう蕩けるような声で」

「つまり──こんな風に？」

　彼女の身体を引き寄せて、耳元で言葉を囁いた。巷のどこにでも転がっている使い古された愛の言葉だ。

　反応は劇的だった。

「～～～～～っ！」

　彼女に似つかわしくない言葉にならない悲鳴をあげて、彼女はクラウスを振り払い、逃げて出し、扉にぶつかり、額を押さえて出ていった。

　広間には唖然とした少女たちが取り残される。

「これに、アイツが一晩に耐えられたと？」

　もちろん答えは明白だ。この勝負、どちらが勝ったのかも。

　エルナがつまらなそうに「茶番なの」と呟いた。
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